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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

は
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

に
適
し
た
Ｃ
Ｏ
２分
離
回
収
・

発
電
技
術
の
研
究
開
発
に
着

手
す
る
。発
電
と
Ｃ
Ｏ
２分
離

・
回
収
プ
ロ
セ
ス
を
一
体
化

し
た
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発

と
し
て
、
電
力
中
央
研
究
所

の
多
様
な
燃
料
を
利
用
す
る

Ｃ
Ｏ
２回
収
型
ポ
リ
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
基
盤

技
術
開
発
と
、
大
阪
ガ
ス
・

石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

の
Ｃ
Ｏ
２分
離
・
回
収
型
ポ
リ

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
技
術
開
発
の
２
件
を
採
択

し
た
。

　
火
力
発
電
や
各
種
工
場
か

ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２の
削

減
が
気
候
変
動
対
策
と
し
て

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
、Ｃ
Ｏ
２を
資
源
と
し
て
捉

え
、
回
収
・
再
利
用
す
る「
カ

ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
」

の
早
期
確
立
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
経
済
産
業
省
が

19年

６
月
に
策
定
し
た
「
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
、

20年
１
月
の「
革

新
的
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

戦
略
」
に
お
い
て
も
、
Ｃ
Ｏ

２を
素
材
や
燃
料
へ
再
利
用

す
る
こ
と
な
ど
を
通
し
て
大

気
中
へ
の
Ｃ
Ｏ
２排
出
を
抑

制
し
て
い
く
方
針
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
技
術
の
カ
ギ
と
な
る
Ｃ

Ｏ
２分
離
・
回
収
技
術
に
つ
い

て
は
、
コ
ス
ト
が
高
い
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
た
コ
ス
ト
削
減
を
目
指

す
と
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
、
ガ
ス
化
技

術
の
適
用
に
よ
り
、
発
電
と

Ｃ
Ｏ
２分
離
・
回
収
プ
ロ
セ
ス

を
一
体
化
す
る
研
究
開
発
と

し
て
、
２
件
の
テ
ー
マ
を
採

択
し
た
。
発
電
シ
ス
テ
ム
に

燃
料
を
ガ
ス
化
す
る
プ
ロ
セ

ス
を
統
合
し
、Ｃ
Ｏ
２の
分
離

・
回
収
ま
で
を
一
体
化
す
る

こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を

向
上
さ
せ
、
Ｃ
Ｏ
２の
分
離
・

回
収
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り

組
む
。
併
せ
て
、
燃
料
に
バ

イ
オ
マ
ス
や
炭
素
系
廃
棄
物

（
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
）

を
利
用
し
、
水
素
や
化
学
品

と
い
っ
た
有
価
物
を
併
産
す

る
ポ
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
も
取
り

組
む
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム

の
経
済
性
を
高
め
、Ｃ
Ｏ
２分

離
・
回
収
コ
ス
ト
の
低
減
に

つ
な
げ
る
ほ
か
、
中
小
規
模

発
電
を
含
め
た
実
用
化
・
事

業
化
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
一
方
、
出

力
が
安
定
し
な
い
太
陽
光
や

風
力
の
よ
う
な
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
増
や
す

に
は
、
需
要
と
供
給
の
不
均

衡
を
防
ぐ
電
力
需
給
調
整
が

重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今

回
の
事
業
で
は
、
電
力
需
給

調
整
力
を
ポ
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
包
括
す

る
こ
と
も
検
討
す
る
。

　
事
業
に
よ
り
、
現
状
４
０

０
０
円
程
度
／
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２

と
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ

2分
離
・
回

収
コ
ス
ト
を
１
０
０
０
円
台

／
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２ま
で
低
減
す

る
発
電
技
術
の
確
立
を
目
指

し
、
将
来
の
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
技
術
の
実
用
化
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
で
、
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
。

ガ
ス

化
技

術
適

用
発
電
と
Ｃ
Ｏ
２分
離・回

収
一
体
化

研
究
開
発
で
２
件
の
テ
ー
マ
採
択

ＮＥＤＯ

　
１
月
９
日
に
死
去
し
た
前

田
道
路
の
元
代
表
取
締
役
社

長
・
会
長
で
特
別
顧
問
の
岡

部
正
嗣
氏
（
享
年

81歳
）
の

お
別
れ
の
会
が

24日
、
東
京

・
千
代
田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル

東
京
で
行
わ
れ
た
。
会
に
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
に
万
全
の
対
策
が
講
じ

ら
れ
る
中
、
約
１
２
０
０
人

が
参
列
。
献
花
の
の
ち
、
故

人
ゆ
か
り
の
関
係
者
は
別
室

に
設
置
さ
れ
た
在
り
し
日
の

会
社
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の

日
々
、
ま
た
趣
味
の
ゴ
ル
フ

な
ど
の
写
真
を
前
に
し
て
そ

の
遺
徳
を
偲
ん
だ
。

　
お
別
れ
の
会
の
礼
状
挨
拶

で
、
前
田
道
路
の
今
泉
保
彦

代
表
取
締
役
社
長
は
、
故
人

を
振
り
返
る
中
で
「
豪
胆
な

行
動
の
な
か
に
は
い
つ
も

『
情
』
が
あ
り
、
厳
し
い
言

葉
の
中
に
も
『
慈
』
が
こ
も

る
人
柄
に
惚
れ
、
い
つ
も
周

囲
に
は
人
が
絶
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
共
役
職
員
一
同
は

遺
訓
を
胸
に
刻
み
、
一
致
団

結
し
て
社
業
の
発
展
に
力
を

尽
く
す
決
意
を
新
た
に
し
て

お
り
ま
す
」と
そ
の
思
い
出
、

決
意
を
寄
せ
て
い
る
。

　
岡
部
氏
は
、
社
業
の
発
展

に
貢
献
す
る
中
、
日
本
道
路

建
設
業
協
会
常
任
理
事
、
日

本
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
協
会

会
長
な
ど
の
要
職
も
歴
任

し
、
業
界
の
発
展
に
貢
献
し

た
。

賞
」
１
件
の
ほ
か
、「
優
秀

賞
」
５
件
、
「
特
別
賞
・
文

化
庁
長
官
賞
」１
件
が
選
ば

れ
て
い
る
。

　
贈
呈
式
の
冒
頭
、挨
拶
に

立
っ
た
髙
嶋
会
長
は
、「
芸

術
、文
化
の
振
興
は
も
と
よ

り
、芸
術
と
文
化
を
通
じ
た

社
会
課
題
の
解
決
に
日
々

取
り
組
ん
で
い
る
皆
さ
ん

の
努
力
に
敬
意
を
表
す

る
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、選
考
経
過
・
受

賞
活
動
報
告
、選
考
委
員
に

よ
る
選
考
評
な
ど
を
経
て
、

各
賞
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

尾
﨑
元
規
理
事
長
か
ら
、鹿

島
美
術
財
団
の
高
橋
司
専

務
理
事
に
表
彰
状
と
ト
ロ

フ
ィ
ー
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
高
橋
専
務
理
事
は
、鹿
島

昭
一
理
事
長
が
逝
去
し
た

こ
と
に
触
れ
る
と
と
も

に
、「
鹿
島
美
術
財
団
賞
に

選
ば
れ
た
方
々
が
、い
ず
れ

日
本
の
美
術
界
を
背
負
っ

て
い
く
と
い
う
希
望
を
持

っ
て
、こ
れ
か
ら
も
続
け
て

行
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
鹿
島
美
術
財
団
は
、「
美

術
の
振
興
を
は
か
り
、 日
本

の
文
化
の
向
上
と
発
展
に

寄
与
す
る
」
こ
と
を
目
的

に
、

82年
に
設
立
さ
れ
た
。

主
に
全
国
の
若
手
や
中
堅

の
美
術
研
究
者
を
対
象
と

し
て
、美
術
に
関
す
る
調
査

研
究
助
成
を
は
じ
め
、出
版

援
助
や
国
際
交
流
援
助
、美

術
講
演
会
の
開
催
な
ど
の

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

94年
か
ら
は
じ
ま
っ
た

「
鹿
島
美
術
財
団
賞
」
は
、

毎
年
、美
術
に
関
す
る
調
査

研
究
の
助
成
者
の
研
究
成

果
を
ま
と
め
た
報
告
論
文

「
鹿
島
美
術
研
究
」の
中
か

ら
、特
に
優
れ
た
も
の
に
対

し
て
贈
呈
し
て
い
る
。主
に

絵
画
や
美
術
史
、美
術
館
学

（
美
術
品
の
保
存
・
修
復
・

維
持
な
ど
）に
関
す
る
調
査

研
究
を
対
象
と
し
て
、テ
ー

マ
や
地
域
、
時
代
、考
察
手

法
な
ど
、幅
広
く
美
術
研
究

全
体
に
開
か
れ
て
お
り
、５

人
の
選
考
委
員
に
よ
っ
て

日
本
・
東
洋
美
術
部
門
、西

洋
美
術
部
門
で
１
人
ず
つ

選
ば
れ
る
。

　
企
業
メ
セ
ナ
協
議
会（
髙

嶋
達
佳
会
長
）は

20日
、「
メ

セ
ナ
ア
ワ
ー
ド
２
０
２

０
」
贈
呈
式
を
東
京
・
港
区

の
浜
松
町
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
で
執
り
行
っ

た
。
今
回
、メ
セ
ナ
大
賞
に

は
、
鹿
島
美
術
財
団（
代
表

理
事
・
鹿
島
公
子
副
理
事

長
）の「

鹿
島
美
術
財
団
賞
」

が
選
ば
れ
て
い
る
＝
写

真
。数
少
な
い
美
術
研
究
へ

の
支
援
を
長
年
継
続
し
、若

手
研
究
者
の
育
成
に
貢
献

し
て
い
る
こ
と
、美
術
界
を

支
え
る
多
く
の
人
材
を
顕

在
化
し
、
研
究
の
質
を
高

め
、芸
術
文
化
全
体
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
た（
９
日
付

一
部
既
報
）
。

　「
メ
セ
ナ
ア
ワ
ー
ド
」は
、

企
業
に
よ
る
芸
術
・
文
化
を

通
じ
た
社
会
創
造
の
観
点

で
特
に
優
れ
た
活
動
を
顕

彰
す
る
も
の
。「
メ
セ
ナ
大

メセナアワード

贈 呈 式「鹿島美術財団賞」に大賞

　
日
本
国
土
開
発
（

12月
１
日
）

　
【
機
構
改
革
】
土
木
事
業
本
部
に
お

い
て
本
部
主
導
の
組
織
を
構
築
す
る
た

め
、
機
能
別
に
事
業
部
門
、営
業
部
門
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
、
ス
タ
ッ
フ

部
門
の
４
部
門
に
組
織
再
編
す
る
。
事

業
部
門
で
は
、
第
一
事
業
部
と
第
二
事

業
部
に
各
地
域
の
土
木
部
を
設
置
。
営

業
部
門
で
は
、
第
一
事
業
部
と
第
二
事

業
部
に
あ
っ
た
「
営
業
部
」
を
統
合
し

た
う
え
で
、
土
木
事
業
本
部
の
直
下
に

「
営
業
統
括
部
」
「
営
業
部
」
「
開
発

・
環
境
営
業
部
」
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

営
業
部
」
を
新
設
、
お
よ
び
各
地
域
の

営
業
部
を
設
置
す
る
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
部
門
で
は
、
土
木
事
業
本
部
の
直

下
に
調
達
・
積
算
お
よ
び
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
を
担
当
す
る
「
Ｅ
Ｐ
Ｃ
室
」
を

新
設
し
、
第
一
事
業
部
直
下
の
「
技
術

部
」
と
第
二
事
業
部
直
下
の
「
Ｅ
Ｐ
Ｃ

セ
ン
タ
ー
」
を
廃
止
す
る
。

　
【
人
事
】
執
行
役
員
土
木
事
業
本
部

海
洋
工
業
担
当
兼
施
工
技
術
統
括
（
執

行
役
員
土
木
事
業
本
部
海
洋
工
業
担

当
）
四
宮
圭
三
▽
同
構
造
改
革
室
つ
く

ば
未
来
セ
ン
タ
ー
長
兼
土
木
事
業
本
部

Ｅ
Ｐ
Ｃ
室
管
掌
（
同
構
造
改
革
室
つ
く

ば
未
来
セ
ン
タ
ー
長
）
田
村
彰
教
▽
同

建
築
事
業
本
部
住
宅
・
生
活
事
業
部
長

（
同
建
築
事
業
本
部
住
宅
・
生
活
事
業

部
長
兼
住
宅
・
生
活
事
業
部
建
築
部

長
）
鮫
島
正
夫

芸術文化全体の発展に寄与 企業メセナ協議会
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国
土
交
通
省
は
、
建
設
現

場
の
生
産
性
向
上
に
向
け
て

「
ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
を
推
進
し
て
い

る
。
そ
の
重
点
施
策
の
１
つ

が
土
木
構
造
物
の
Ｐ
Ｃ
ａ
化

だ
が
、
コ
ス
ト
削
減
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
新
形
状
の

Ｐ
Ｃ
ａ
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
「
角
丸
カ
ル
バ
ー
ト
」
の

開
発
は
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
も
の
。

　
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト

は
、
断
面
が
矩
形
（
四
角
）

の
ト
ン
ネ
ル
を
構
築
す
る
た

め
の
ロ
の
字
型
の
構
造
体
。

従
来
の
直
角
の
隅
角
部
に

は
、
土
圧
に
よ
っ
て
Ｌ
字
を

Ｖ
字
に
変
形
さ
せ
る
よ
う
な

大
き
な
負
荷
が
局
所
的
に
作

用
し
て
い
る
が
、
隅
角
部
を

円
弧
状
に
す
る
と
負
荷
が
分

散
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
局
所

的
に
作
用
し
て
い
た
負
荷
を

30％
低
減
で
き
る
。
ま
た
、

隅
角
部
内
側
（
入
隅
）
と
外

側
（
出
隅
）
の
円
弧
の
中
心

位
置
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
側
壁
と
頂
版
・
底
版
の

厚
さ
を
任
意
に
設
定
で
き

る
。

　
こ
の
結
果
、
従
来
の
Ｐ
Ｃ

ａ
部
材
に
比
べ
、
最
大
で
鉄

筋
量
を

40％
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
量
を

10％
、
結
果
と
し
て

製
作
費
を
約

15％
削
減
で
き

る
。
実
物
大
２
分
の
１
ス
ケ

ー
ル
の
試
験
体
を
使
用
し
た

実
証
実
験
に
よ
り
、
角
丸
カ

ル
バ
ー
ト
が
、
従
来
の
ボ
ッ

ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
と
同
等
の

性
能
を
発
揮
す
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。

　
「
角
丸
カ
ル
バ
ー
ト
」
は

来
秋
に
、
清
水
建
設
Ｊ
Ｖ
が

施
工
を
進
め
て
い
る
新
東
名

高
速
道
路
川
西
工
事
の
開
削

ト
ン
ネ
ル
へ
の
適
用
を
予
定

し
て
い
る
。
ト
ン
ネ
ル
の
全

長
は

98㍍
、
Ｐ
Ｃ
ａ
部
材
１

体
の
外
寸
は
タ
テ
７
・
９
５

㍍
、
ヨ
コ
９
・
７
㍍
、
幅
１

㍍
で
、
重
量
は

54㌧
、
使
用

数
は

98体
と
し
て
い
る
。

　
搬
送
ト
レ
ー
ラ
ー
の
最
大

積
載
荷
重
を
考
慮
し
、
Ｐ
Ｃ

ａ
部
材
を
４
ピ
ー
ス
に
分
け

て
工
場
製
作
す
る
。
現
場
で

は
、
４
ピ
ー
ス
を
鉄
筋
の
継

手
と
モ
ル
タ
ル
で
接
合
し
、

一
体
化
し
た
後
、
所
定
の
場

所
に
据
え
付
け
連
結
・
延
伸

す
る
。

　
清
水
建
設
は
引
続
き
、
土

木
構
造
物
の
Ｐ
Ｃ
ａ
化
に
伴

う
コ
ス
ト
増
大
を
抑
制
す
る

技
術
開
発
に
取
り
組
み
、
Ｐ

Ｃ
ａ
化
の
推
進
に
よ
っ
て
建

設
現
場
の
生
産
性
を
一
層
向

上
さ
せ
て
い
く
。

清水建設、千葉窯業

隅
角

部
を

円
弧

状
に 負荷低減し、鉄筋コンクリ量削減
ト
ン
ネ
ル
の
Ｐ
Ｃ
ａ
化
進
め
、コ
ス
ト
削
減

角角
丸丸
カカ
ルル

ババ
ーー

トト
をを
開開

発発
、、適適

用用
へへ

新東名高速道路川西工事に適用する角丸カルバートのイメージ

　
清
水
建
設
は
こ
の
ほ
ど
、ト
ン
ネ
ル
工
事
の
Ｐ
Ｃ
ａ
化
推
進
の
一
環
と
し
て
、コ
ス
ト

削
減
に
寄
与
す
る
新
形
状
の
Ｐ
Ｃ
ａ
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
「
角
丸（
か
く
ま
る
）カ
ル

バ
ー
ト
」を
部
材
メ
ー
カ
ー
の
千
葉
窯
業
と
共
同
開
発
し
た
。隅
角
部
の
形
状
を
直
角
か

ら
円
弧
状
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、内
部
に
局
所
的
に
作
用
し
て
い
る
負
荷
を
低
減
し
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
量
を
削
減
で
き
る
こ
と
が
特
長
と
な
っ
て
い
る
。
開
発
に
あ
た
っ

て
は
、
清
水
建
設
が
形
状
や
配
筋
方
法
の
検
討
、性
能
確
認
、千
葉
窯
業
が
製
造
を
担
当

し
た
。「
角
丸
カ
ル
バ
ー
ト
」は
来
秋
に
、中
日
本
高
速
道
路
東
京
支
社
の
発
注
に
よ
り
、

清
水
建
設
Ｊ
Ｖ
が
施
工
中
の
新
東
名
高
速
道
路
川
西
工
事
の
開
削
ト
ン
ネ
ル
へ
の
適
用

を
予
定
し
て
い
る
。

　
第
一
生
命
保
険
と
東
邦
銀

行
は
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
で

中
層
木
造
の
オ
フ
ィ
ス
兼

銀
行
店
舗
の
開
発
を
共
同

で
行
う
。
生
命
保
険
・
銀
行

業
界
で
中
層
木
造
オ
フ
ィ

ス
開
発
に
取
り
組
む
計
画

は
、
こ
れ
が
初
と
い
う
。
地

産
木
材
の
利
用
、
施
設
利
用

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ（

Quality
Of

Life）
向
上
・
健
康
経
営
へ

の
寄
与
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

設
置
な
ど
地
産
地
消
や
地

域
活
性
化
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減

等
に
も
取
り

組
み
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
達
成
に
貢

献
し
た
い
考

え
。
設
計
は

清
水
建
設
の

予
定
。

　
物
件
は
宇

都
宮
市
泉
町

１
丁
目
に
建

設
す
る
。
主

要
用
途
は
オ
フ
ィ
ス
・
銀
行

店
舗
で
、
地
上
４
階
建
て
延

べ
約
２
６
０
０
平
方
㍍
、
構

造
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
木
造

（
木
造
＋
Ｒ
Ｃ
造
）
。
竣
工

は

22年
８
月
の
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　
構
造
体
や
内
・
外
装
の
仕

上
材
に
木
材
を
採
用
し
、
最

先
端
の
耐
火
・
木
造
技
術
を

導
入
す
る
。
使
用
す
る
木
材

は
、
福
島
県
や
栃
木
県
産
材

を
主
と
し
た
国
産
材
な
ど
を

使
用
す
る
予
定
。
両
県
は
全

国
で
も
有
数
の
木
材
産
出
量

を
有
し
て
お
り
、
同
計
画
で

は
地
産
木
材
の
活
用
を
通
じ

て
地
方
創
生
や
地
域
活
性
化

へ
の
貢
献
を
目
指
す
。

　
竣
工
後
の
建
物
は
、
第
一

生
命
の
自
社
利
用
オ
フ
ィ

ス
や
東
邦
銀
行
の
銀
行
店

舗
と
し
て
利
用
す
る
予
定
。

東
西
・
南
北
方
向
へ
の
自
然

換
気
を
可
能
と
す
る
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
感
染
対
策
に
も
配
慮
し

た
計
画
と
す
る
ほ
か
、
木
そ

の
も
の
に
囲
ま
れ
た
空
間
形

成
や
、
バ
ル
コ
ニ
ー
・
屋
外

階
段
を
積
極
的
に
利
用
す
る

施
設
計
画
と
す
る
こ
と
で
、

施
設
利
用
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上

や
健
康
増
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
を
図

る
。

22年
８
月
、宇
都
宮
に
竣
工
予
定

中
層
木
造
オ
フ
ィ
ス
を
共
同
開
発

第一生命保険、
東 邦 銀 行

外観イメージ

故
岡
部
正
嗣
氏
お
別
れ
の
会

遺
徳
偲
び
１
２
０
０
人
が
献
花

前田道路

　
土
木
学
会
は

21日
、
「
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
お

け
る
市
民
普
請
の
可
能
性
」

を
テ
ー
マ
に
、
「
土
木
の
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
０
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

た
。

　
冒
頭
、
東
川
直
正
土
木
学

会
理
事
・
国
土
交
通
省
大
臣

官
房
技
術
審
議
官
が
、
「
例

年
土
木
の
日
の

18日
か
ら
土

木
学
会
創
立
記
念
日
の

24日

ま
で
の
１
週
間
を
く
ら
し
と

土
木
の
週
間
と
し
、
土
木
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
き
た
。
今
回
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
イ
ベ
ン
ト
で
多
く
の

方
に
ご
視
聴
い
た
だ
く
チ
ャ

ン
ス
と
考
え
て
い
る
。
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
市
民
が
主

体
と
な
っ
て
行
う
市
民
普
請

が
テ
ー
マ
で
、
国
内
外
の
事

例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
可
能
性
を
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
講
演
な
ど

で
共
有
す
る
良
い
機
会
」
と

開
会
挨
拶
し
た
。

　
主
催
者
と
し
て
家
田
仁
土

木
学
会
会
長
は
、
「
力
学
が

計
算
で
き
る
、
土
木
工
学
科

を
卒
業
し
て
い
る
と
狭
く
と

ら
え
る
の
で
は
な
く
、
国
土

と
イ
ン
フ
ラ
を
愛
す
る
方
々

す
べ
て
が
土
木
人
と
幅
広
く

定
義
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

日
本
に
は
約
１
億
２
０
０
０

万
人
の
国
民
が
い
る
が
、
約

３
０
０
０
万
人
の
方
々
が
国

土
や
イ
ン
フ
ラ
に
関
わ
り
、

愛
し
て
い
る
人
だ
と
思
う
。

私
は
こ
う
い
う
方
々
と
パ
ー

ト
ナ
ー
を
組
み
、
よ
り
良
い

イ
ン
フ
ラ
や
国
土
に
し
て
い

く
こ
と
を
希
望
す
る
。
」
と

現
在
、
準
備
中
の
パ
ー
ト
ナ

ー
制
度
に
向
け
て
発
言
し

た
。

　
「
都
市
か
ら
地
方
へ
」
の

流
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で

さ
ら
に
加
速
し
て
い
る
。
そ

れ
に
伴
い
、
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
を
実
現
す
る
考
え

方
・
手
法
と
し
て
の
「
市
民

普
請
」
へ
の
期
待
も
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

　
土
木
学
会
・
市
民
普
請
グ

ル
ー
プ
で
は
、
地
方
を
主
に

実
施
さ
れ
て
き
た
市
民
主
導

の
持
続
可
能
性
を
持
つ
イ
ン

フ
ラ
管
理
の
仕
組
み
で
あ
る

「
市
民
普
請
」
の
展
望
や
課

題
に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か

ら
議
論
し
て
き
た
。

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

国
内
外
の
先
進
的
な
市
民
普

請
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介

し
、
現
場
で
活
躍
し
て
い
る

人
の
経
験
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
通
じ
、
市
民
普
請
の

役
割
や
今
後
の
可
能
性
を
探

っ
た
。

　
（
写
真
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
も
よ
う
）

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

市
民
普
請
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ

土木学会

港
湾
局
長
へ
要
望
書
提
出

海
洋
・
港

湾
構

造
物

設
計

士
会

次
期
基
準
の
改
訂
に
向
け

杉
中
洋
一
技
術
企
画
課
長
に

要
望
書
を
手
渡
す
八
尋
明
彦

副
会
長
（
右
）

適
正
工
期
の
柔
軟
な
対
応

基
準
資
料
を
年
度
内
作
成
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